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農地・農業水利施設を活用した流域の防災・減災の推進（「流域治水」の取組）

○ 都市・市街地の近傍や上流域には、水田が広がり、多くの農業用ダム・ため池・排水施設等が位置している。これ
らの農地・農業水利施設の多面的機能を活かして、あらゆる関係者協働の取組である「流域治水」を推進。

農業用ダム

排水機場

水路・クリーク

ため池

都市・市街地

排水施設等の活用（機能強化）

○ 農業用の用排水路や排水機場・樋門等は、市街地や
集落の浸水も防止・軽減。

国営 栃木南部（２排水機場、７排水路）

“ 印旛沼 （３ “ 、１ “ ）

“ 手賀沼 （２ “ 、１ “ ）

水田の活用（田んぼダム）

【全国】4万ha(R3)→長期計画目標3倍増

【関東】4100ha(R3.12月)（栃木、埼玉、千葉など）

国営 茨城中部［26ha(R4)］

○ 田んぼダム（排水口への堰板の設置等による流
出抑制）によって下流域の湛水被害リスクを低減。

調整池

農業用ダムの活用（事前放流）

○ 大雨が予想される
際にあらかじめ水位を
下げること等によって
洪水調節機能を発揮。

○ 降雨をダムに貯留
し、下流域の洪水被害
リスクを低減。

各地区の状況に応じて、放流
水を地区内の調整池等に貯留

排水樋門

ため池の活用（低水位管理）

【全国】防災重点ため池 約5万5千箇所→長期計画目標8割整備

【関東】 “ 2309箇所（長野、静岡、千葉など）

○ 大雨が予想される際にあ
らかじめ水位を下げること
によって洪水調節機能を発
揮。

○ 農業用水の貯留に影響の
ない範囲で、洪水吐にス
リット（切り欠き）を設け
て貯水位を低下させ、洪水
調節容量を確保。

【全国】 419カ所（国147 補助272）
【関東】 国営 那珂川沿岸 御前山ダム（運用中）

他 １９ダム(治水協定)(千葉、静岡など)

排水路排水機場

スリット設置の例

御前山ダム

田面水位
調整板

畦畔

水田

排水路

水田に
水を貯める

田んぼダム用
排水桝

流出調整板

水位が
徐々に上昇

分離桝の例

1



水田の貯留機能の活用 田んぼダム取組事例【小山市思川西部地区】（１）

○ H27.9関東・東北豪雨による被害を受け、多面的機能支払交付金等を活用した｢田んぼダム｣を実施
○ 「田んぼダム」の取組は、雨水を一時的に水田に貯め、時間をかけて排水することで、排水路の水位
上昇及び河川流出を抑制し、下流域の湛水被害の軽減を目指すもの

きっかけ

豪雨被害を受け、小山市
は市内土地改良区に排水
強化対策の一つとして
「田んぼダム」の取組に
ついて相談

H27.9.11撮影

H27.9
関東・東北豪雨

取組体制

多面的機能支払
交付金の活動組織

思川西部農村環境保全会
（思川西部土地改良区が
事務局）の取組
保全会にて農家の合意形
成、落水桝を設置
市・宇都宮大学との連携
による効果検証

流出調整板を挿入した落水桝は、30a/1箇所をほ場の落水口に設置。
桝は樹脂製で約7kgと軽量で、設置が容易。
畦畔は、高さ20cm以上で築立。
流出調整板は、通年桝に入れたままで、操作や手間は不要。

保全会による軽量
落水桝設置の研修

落水桝の設置研修

落水桝の設置

取組実績（R４年度末まで）

取組面積 桝設置数
取組実績 約1,346ha 約3,624箇所

設置費用等

落水桝の材料費は19,000円、設置手間は共同
作業等で1000円/時間を交付金等で対応
維持管理費として、桝1個あたり500円/年を交
付金等で対応

取組内容

排
水
路
側

田
面
側

田面側

流出調整板

田面水位
調整板

田んぼダム
落水桝に取り付けた調整装置の穴から、ゆっ
くりと一定流量を排水することで、急激な排
水路の水位上昇を防ぎます。

田んぼダムなし
水田の排水が落水桝を通し排水管から一気に排
水路へ流れ込み、排水路の水位が急激に上昇し
て流下します。

整備済み

未整備

令和元年東日本台風状況写真

思川流域図

小山市

田んぼダム落水桝
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地区内の湛水被害軽減効果

水田の貯留機能の活用 田んぼダム取組事例【小山市思川西部地区】（２）

○ 農家の田んぼダムへの理解と普及に向け効果の見える化を推進
○ 上流地域の関係者への田んぼダムの理解と協力及び取組継続に向けた広報活動を推進

今後の取組

① 設置・管理費用の負担の軽減
→設置費や桝1箇所の維持管理費について自
己負担が無いよう交付金等で対応

② 維持管理や設置労力の軽減
→排水キャップ方式から管理のし易い分離
式桝タイプに変更

③ 取り組みの効果について
→受益地の湛水被害について、田んぼの有無
でシミュレーション等活用し可視化

農業者に向けて協力委依頼文
などを作成し、土地改良区が
取組の普及や継続に向けた広
報活動を展開
湛水被害の発生地域より上流
域での取組がより効果的なこ
とから県内河川流域における
田んダム推進について流域
全体での協力が必要
落水桝設置による効果を把握
するのため、排水機場の運転
時間や排水路の水量などの把
握

動機づけの農家へのアンケート
【取り組みで最も気になる点】

下流市街地の浸水を抑える効果

（イメージ）

（イメージ）

・雨水を一時的に田んぼに貯めて
流出量を少なくし、ゆっくり流す
ことで排水路や河川の急激な増水
を抑えて、受益地の農地などや下
流の市街地などの洪水被害を減ら
します。

水田から排出される
雨水の量の時間推移

アンケート調査よる課題と対応

●
与良川統合排水機場

●
与良川統合排水機場

●
与良川統合排水機場

●
新荒川排水機場

◆南側シミュレーション
・流域面積17.3㎢
・受益面積1,193ha
降雨250mm/2day
（50年）確率）

結果、
・最大湛水深30㎝以上

289ha→191h
（約1/3減）

・貯水容量では34万m3
増加。

田んぼダムあり

思川西部与良川排水系統図

現状
思川西部管内図

維持や管理の
費用
５３％

設置作業や維持
管理の労力
１３％

取り組みの効果
１６％

特にない
７％

その他
１％

無効・無回答
１０％

①

②

③

思川西部与良川排水系統図

●
与良川統合排水機場

●
与良川統合排水機場

課題と対応
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長野県における流域治水の取組について
○ため池を活用した雨水貯留

【 ため池管理者へ向けリーフレットを作成 】

【 ため池活用のタイプと特色 】（農地整備課）

ため池管理者の理解・協力が得られ、着実に雨水貯留の取組が進んでいる

計画策定時（R3.2） 18箇所
（浅川流域の試験的実施）

R4実績 ３２８箇所
空き容量の合計は約570万㎥

【 浅川流域のため池群 】

【 洪水吐の改良例 】
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農地・農業水利施設を活用した流域の防災・減災の推進のための支援制度

○ 農地・農業水利施設の多面的機能を活かして、あらゆる関係者協働の取組である「流域治水」を推進するためにソ
フト、ハード事業の支援制度が充実しました。

農業用ダム

排水機場

水路・クリーク

ため池

都市・市街地

水田の活用（田んぼダム）

【活用できる事業】

○農業競争力強化農地整備事業＜公共＞

○農地中間管理機構関連整備事業＜公共＞

○農地耕作条件改善事業

○水利施設等保全高度化事業＜公共＞

○多面的機能支払交付金

調整池

農業用ダムの活用（事前放流）

【活用できる事業】

○水利施設等保全高度化事業＜公共＞

○基幹水利施設管理事業＜公共＞

○水利施設管理強化事業＜公共＞

排水樋門

ため池の活用（低水位管理）

【活用できる事業】

○農村地域防災減災事業＜公共＞

○水利施設管理強化事業＜公共＞

施設改修､堆砂対策､施設管理者への指導･助言等 水田整備､田んぼダムの取組促進

堤体補強､洪水吐改修､施設管理者への指導･助言等

｛農業用ダムの洪水調節機能の強化を含む流域治水対策の推進
農業用ダムの放流施設の整備や堆砂対策、水位計等の水管理
システム整備を実施

流域治水プロジェクト等に位置づけられた施設（30％補助）

洪水調整機能強化に取り組む農業用ダムの流域治水の取組等に要する費用
（操作、研修、水位計設置など） （1/2補助）

※流域治水対策の推進
①田んぼダム導入に係る地元調整活動経費（1地区上限300万円）
②畦畔補強（14万円/100m）や桝（4万5千円/箇所）の設置等を支援

農業用ダムの洪水調節機能の強化を含む流域治水対策の推進
田んぼダムに取り組む地域において基幹から末端までの施設を一体的に整備

流域治水プロジェクト等に位置づけられた、農業用ため池の
低水管理等利水を目的とした操作管理を超える取組等に要する
費用（操作、研修、水位計設置など）（1/2補助）

ため池の洪水調節機能を強化するための整備

資源向上（共同）の交付を受ける面積の1/2以上の取組みにより単価に加算

排水施設等の活用（機能強化）

【活用できる事業】

○水利施設等保全高度化事業＜公共＞

○基幹水利施設管理事業＜公共＞

○水利施設管理強化事業＜公共＞

○農村地域防災減災事業＜公共＞

老朽施設改修､ポンプ増設、降雨前の排水操作等

流域治水プロジェクト等に位置づけられた施設（30％補助）

農業用ダムの洪水調節機能の強化を含む流域治水対策の推進
田んぼダムに取り組む地域において基幹から末端までの施設を
一体的に整備

流域治水プロジェクト等に位置づけられた費用機場等の農業水利施設において
流域治水のための取組に要する費用(操作、研修、水位計設置など)(1/2補助)

排水施設等の洪水調節機能を強化するための整備
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■対策事例【那珂川流域治水プロジェクト：関東農政局・茨城県】

水田の雨水貯留機能の強化事業（田んぼダム：茨城中部緊急農地再編整備事業）
1.氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策 (5)流域の雨水貯留機能の向上 ②水田貯留機能の向上

関東農政局では、茨城県水戸市、東茨城郡茨城町の675haの農地を対象に、区画整理工事を実施中。
区画整理工事と一体的に、田んぼダムの取組を推進する。

茨城県

水戸市上国井町

水戸市常澄

茨城町

事業イメージ

国営緊急再編整備事業 茨城中部地区

茨城中部地区

田んぼダム桝 設置イメージ

【田んぼダムなし】
水田の排水が落水桝を通し排水管から一気に排水路へ
流れ込み、排水路の水位が急激に上昇して流下します。

【田んぼダム】
落水桝に取り付けた調整装置の穴から、ゆっくりと一定流
量を排水することで、急激な排水路の水位上昇を防ぎます。
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